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班のメンバーはどのような教育を
受けてきたのか

調べ学習などでタブ
レットを使用した。

理系や情報系の内容
を意見を出し合ったり
して調べた。

外国人との交流
（姉妹校交流）

社会科見学を小学校
の頃に体験した。

職業体験学習を中学
校の頃に体験した。



班のメンバーは日本の教育に
どのような疑問を持っていたのか

パソコンはあるけど教
科書も別にあるから重
たかった。

小学校の時の方が自
分が発言する機会が
多かった。

英語のルールや
論の組み立て方
などを体系的な
教育の不足。

英語の授業の際、辞書
は不要だった。

YouTubeなどを利用
した学習（英語など）



日本全体で共通した問題が蔓延っているのではないか



フィンランドの教育現場

フィンランドの教員は大学院修了が条件→教員の質が高い

教育費が無償

プログラミングや芸術分野の教育に力をいれている。

小学校の段階から情報リテラシーの重要性を訴えている。



日本での取り組み

 ICTの活用 埼玉県さいたま市

一人一台タブレットを支給することによって不登校児を支援している。

2022年４月から開始していて、職員たちが信頼関係を築くことを重視している。

生徒や保護者の励ましの声を聞き、毎月参加する人が増えている。



デジタル教科書

https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_kyokasyo01-000012375_01.pdf



理想の授業とは？



日本での取り組み

外国語教育

日本は英語の授業が少ない

ー＞英語力が他の国に劣ってしまう。

例：英語能力指数ランキング

英語能力指数 | EF 英語能力指数 | EF 日本 (efjapan.co.jp)

https://www.efjapan.co.jp/epi/






児童生徒の英語による言語活動の状況（文科省）
引用先：令和３年度「英語教育実施状況調査」概要 (mext.go.jp)

https://www.mext.go.jp/content/20220516-mxt_kyoiku01-000022559_2.pdf


考察(外国語教育)

教科書内の英語しかほとんど学ばない

日常生活の英語
英語の学習時間が少ない

英語への苦手意識

英語の苦手意識をなくす



日本での取り組み

校則

日本→内容が多い、髪型や見た目に関する規則も

海外（アメリカ等）→内容は少なく服装見た目に関するもの少ない

破った際の罰は厳しい（停学、退学等）

校則の必要性を説明



考察(校則)

 海外（アメリカ）  日本

厳しい処罰
厳守

多い
学習に関する以外のものも

注意
指導

少ない
必要最低限



考察(教育全般)

 海外(フィンランド)  日本

生徒全体の教育水準を
底上げしている

早い段階から現代を生き抜
く力を身につける

良い部分もあるが疑問を
呈する意見も多々あった。

従来の方法では難しい問
題をICTの活用で解消さ
れつつある
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